
太陽系に於ける「惑星の自転と衛星の公転との尽数関係を示す」ＨＨ(Hula-Hoop)

モデル 

The HH(Hula-Hoop) Model found out the Commensurability between Rotation of the 
Planet and Revolution of the Satellites  
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 ＨＨ仮説(フラフープ(Hula-Hoop)数理モデル化)の検証；太陽系における「惑星の自転と衛星の公転との関係」

並びに「太陽の自転と惑星の公転との関係」のＭＰＳ(Mathematical Problem Solving)について述べる。 

 

 太陽系の「惑星の自転と衛星の公転との関係」並びに，「太陽の自転と惑星の公転との関係」の 関連 につい

て,ＨＨ仮説（フラフープ数理モデル）を立てて，観測値を代入し，「尽数関係」（共鳴関係）の存在を発見した。 

 

 ＨＨ仮説とは，惑星Ｐの代表的な衛星Ｓの公転軌道の長半径（Ｋ），を直径に持つ「フラフープ」の半径（Ｈ）

を想定すると，Ｈ＝Ｋ／２，であり，惑星Ｐの赤道半径(Ｒ)との，円周の比＝半径の比 ＝(Ｈ／Ｒ）を求め，その

数値に惑星Ｐの自転周期（Ｄ）を乗じた値は，その惑星Ｐの，代表的な衛星Ｓの公転周期（Ｍ），との間に，「尽数

関係」（共鳴関係）がある事が多々見受けられる。 

関係式 ：（Ｈ／Ｒ）× Ｄ ≒ Ｍ × Ｎ，（Ｎ は 整数の比）  

 

 但し,天体の楕円軌道については,軌道長半径を円の半径として代入して計算している。(楕円を真円として計

算している。）また,天体の自転速度は赤道付近の自転速度を適用している。 

 

 フラフープの円周(ＨＳ)は, ＨＳ ＝ ２πＨ，であり，惑星の赤道の円周(ＰＳ)は, ＰＳ ＝ ２πＲ，であ

る。円周の比率は，ＨＳ／ＰＳ ＝ ２πＨ／２πＲ ＝ Ｈ／Ｒ。円周の比率は、半径の比(Ｈ／Ｒ）であり，それ

に惑星Ｐの自転周期(Ｄ)を乗じた値は,その惑星Ｐの,代表的な衛星Ｓの公転周期(Ｍ), との間に「尽数関係」（共

鳴関係） 

が見受けられる。 

 

 ＨＨ仮説では，太陽Ｕを廻る惑星Ｐの公転軌道の長半径（Ｋ），を直径に持つ「フラフープ」の半径（Ｈ）を

想定すると，Ｈ＝Ｋ／２，であり，太陽Ｕの赤道半径(Ｒ)との，円周の比＝半径の比 ＝(Ｈ／Ｒ）を求め，その数

値に太陽Ｕの自転周期（Ａ）を乗じた値は，太陽Ｕを廻る惑星Ｐの公転周期（Ｙ），との間に，「尽数関係」（共鳴

関係）がある事が多々見受けられる。 

関係式 ：（Ｈ／Ｒ）× Ａ ≒ Ｙ × Ｎ，（Ｎ は 整数の比） 

 

 フラフープの円周(ＨＳ)は, ＨＳ ＝ ２πＨ，であり，太陽の赤道の円周(ＵＳ)は, ＵＳ ＝ ２πＲ，であ

る。円周の比率は，ＨＳ／ＵＳ ＝ ２πＨ／２πＲ ＝ Ｈ／Ｒ。円周の比率は、半径の比(Ｈ／Ｒ）であり，それ

に太陽Ｕの自転周期(Ａ)を乗じた値は,太陽を廻る惑星Ｐの公転周期(Ｙ), との間に「尽数関係」（共鳴関係） 

が見受けられる。 

 



 


